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北海道のNPO 法人認証数

1,667法人

(2011年５月末現在)
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ランティアをしたい人とボ んなのボランティア情報誌してもらいたい人をつなぐ み
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今月の表紙イラスト

「とかち絵手紙の会」会長で、絵手紙

の講師を小学校、老健施設、刑務所な

どで務めている津島民子さんに作品を

ご提供いただきました。

表紙のイラスト
募集中



1月刊ボラナビ 2011年 8月号

ました。

NPO 活動をしている人をどのくらいご存じですか？

どんな人が、どのような経緯で始めたり、関わるように

なったのでしょうか。

北海道の多くの市民活動家の中から、まさに「NPOな人」

として紹介したい方に、これまでのエピソードを教えていた

だきました。

ワーカーズコレクティブえこふりぃ

前代表 上野千賀子（うえの ちかこ)

私は平凡なサラリーマンだった優しい父と快活な母の長女として、のほほんと育ちました。中学２年の

時、突然、母親を病気で亡くす辛い体験をしました。25歳の時には、また病気で父を亡くし、その時から

か分かりませんが、「安全な食へのこだわり」と「したいことはする精神」が培われたように思います。

保育士を目指して短大に進み、勉強はしつつも生き生きとした若者の勧誘につられ、北大のサークルに

入りました。そして学校が休みになると、大きなリュックを背負ってローカル列車に乗り、穂別のカイク

マという所に行ってセツルメント活動(※)をしました。そこでは子どもたちと遊んだり、農作業をした

り、イベントを開催したりと、地域の人たちと様々な形で関わりました。若い娘とは思えないような毎日

で、どろんこになって真っ黒に日焼けしていました。また学費値上げ反対のデモに、正義感に燃えて参加

したりもし

。そうだ

卒業後は保育士になり、子どもたちに囲まれて楽しく仕事をしましたが、結婚・出産と同時に身体を壊

して退職しました。家庭に入ると、自分の子どもたちといる時間に充実感を覚えつつも、居間のベランダ

から空を見て、社会に取り残されているような、自分の存在が無いような焦燥感に見舞われ孤独でした。

そんな時、生活クラブ生活協同組合の活動に出会いました。色々な人と出会い、商品の素性の確かさに

こだわること、自主運営・自主活動の精神、石けん運動、脱原発運動など様々なことを学び、充実した時

間を過ごしました。その後、生協活動を卒業し、「さて何をしよう

本の学生

、また働こう 」と思ったのが

46歳。何の技術もない、体力ない、お金ない、歳はとっている、と世間的には最低条件なのに、「人には

使われたくない。社会に役立つ仕事をしたい」という、めいっぱいの思いと仲間だけがありました。

※大学生による貧民救済事業として始まった、日

で活動し

サークル活動。

1954年江別生まれ。20歳から６年間、札幌市役所なかよし子供館勤務。30歳か

ら15年間生活クラブ生活協同組合

りぃ」オ

、理事を務める。2000年リサイクル

と環境雑貨の店「えこふ 街理事。ープン。現在、本郷通商店

著 者

53第 回
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「したいことはする精神」


